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雇用・就労の多様化と労働時間制の弾力化 






















































































ったが，2016 年にはそれぞれ 76.8%・50.8%に上昇した。実数でみると，1980 年の男女計 240万






















年 3 月末 2.3%）により，障害者の雇用が増加し，2017 年の厚労省のデーターによると，雇用障






































方による企業の作業能率の向上を図る点にある。この制度の導入率は 2006 年には 6.3%であった
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